
	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	生物Ⅰ
	３
	


１　学習の到達目標等

	学習の到達目標
	１．多様な生物とその生命現象に興味・関心を持ち，理解を深めます。
２．観察・実験を通して，科学的な考え方を身につけます。
３．観察・実験を通じて，実験器具の適切な操作の仕方，実験材料の扱い方を理解します。

	使用教科書・副教材等
	高等学校　新編生物Ⅰ　改訂版（生Ⅰ０２０），傍用問題集


　 

２　学習計画及び評価方法等

	学
期
	学習内容
	月
	学習のねらい
	備　考
	考
査
範
囲

	第
１
学
期
　
	オリエンテーション
序部　サクラはいつ咲く

第１部　生命体の構造と　　　機能
第１章  細胞の構造と働き
A細胞の発見と細胞説
Bいろいろな細胞
C細胞の構造
D原核生物と真核生物
 
	4
	生物Ⅰについての学習内容や評価の方法を理解します。
	· 顕微鏡の構造や使用法，ミクロメーターの使用法を理解します。
· オオカナダモの細胞やタマネギの鱗片葉の細胞の観察を行います。
· オオカナダモの葉の原形質流動の速度を計ります。
	第
１
学
期
中
間
考
査

	
	
	
	サクラを例として，生物の学習方法・研究方法を理解します。
	
	

	
	
	
	　すべての生物が細胞からできていて，細胞が生命体の基本単位であることを理解します。

　核や細胞質など，細胞内の構造や働きを，図や探究活動を通して理解します。
 
	
	

	
	第２章  細胞の機能
A細胞膜と水の浸透

B選択的透過性と物質の出入り
C細胞と酵素
 
	5
	細胞膜を通して行われる細胞内外の物質の出入りを，細胞内の調節のしくみと関連させながら，図や観察を通して理解します。
生物の体の中では，酵素のはたらきによって，さまざまな化学反応が起こっていることを理解します。また，細胞内の化学反応で得られたエネルギーを生命活動に利用していることを理解します。
	· ユキノシタの葉の裏の表皮細胞を用いて，原形質分離とその回復を観察します。

	

	
	
	
	
	
	

	
	第３章  細胞の増殖と分化
　A細胞分裂
　B染色体
　C細胞の分化
第４章  生物体の構造
　A単細胞生物と多細胞生物
　B植物の体のなりたち
　C動物の体のなりたち
第２部 生殖と発生
第１章 生殖
　A有性生殖
　B無性生殖
　C減数分裂
　D被子植物の生殖と発生
　E動物の生殖-配偶子形成と受精
第２章 発生の過程
　A卵と卵割
　Bウニの発生
　Cカエルの発生
　D胚葉の分化と器官形成
第３章 発生のしくみ
　A卵の調節能力
　B胚の予定運命と決定
　C形成体と誘導
	6
	　１個の細胞がどのようにして増殖していくのかを，染色体に注目してアニメーションや図，探究活動を通して理解します。また，多細胞生物の細胞が，いろいろな形や機能をもつものに分化していることを理解します。
 
	体細胞分裂の様子をPC上のアニメーションで確認します。
　タマネギの根端細胞を用いて，体細胞分裂の様子を観察します。また，分裂各期の時間経過について推測します。
	第
１
学
期
末
考
査

	
	
	
	　生物には，１個の細胞からなる生物や，多くの種類の細胞が集まってできている生物がることを，図や観察を通して理解します。

	植物の葉や茎の切片を観察します。
 
	

	
	
	
	 　生物は，子孫を残すことで，生命を次世代に伝えていることを理解します。
　生殖にかかわる細胞を作るための細胞分裂としての減数分裂のしくみを，染色体に注目してアニメーションや図，観察を通して理解します。
　被子植物と動物の生殖細胞の作られ方や受精のしかたを，図や観察を通して理解します。
　受精卵から親と同じ形をした個体になるまでの過程を，ウニやカエルを例に，図や観察，視聴覚教材等で理解します。また，三胚葉のつくられ方を，図を用いて理解します。
 
	　減数分裂の様子をPC上のアニメーションで確認します。
ムラサキツユクサのつぼみを用いて，減数分裂を観察します。
　花粉管の発芽を観察します。
　ムラサキウニの発生段階を観察します。
　カエルの発生の過程をビデオで確認します。
	

	
	
	7
	 　どのようなしくみで生物の複雑な体が作られていくのかを，図や探究活動を通して理解します。
	　ウニ卵を用いて，分割割球の発生を観察します。
	

	
	【課題・提出物等】
１．授業ノート　　２．実験・観察レポート

	
	【第１学期の評価方法】
学期全体の評価は，定期考査の成績で６５％，実験・観察レポートで１５％，授業ノートで１０％，授業への取り組み方で１０％の配分で，総合的に評価します。

	第
２
学
期

	第３部  遺伝
第１章  遺伝の法則
　Aメンデルの研究と遺伝の法則
　Bさまざまな遺伝
第２章 遺伝子と染色体
　A遺伝子と染色体
　B性染色体と性の決定
　C伴性遺伝
　D遺伝子の連鎖
　E遺伝子の組換え－染色体の乗換え
　F染色体地図
　Gだ腺染色体
第３章 遺伝子の本体
　A遺伝子の本体の探究
　B遺伝子の本体＝DNA

第４部 動物の受容と反応
第１章 刺激の受容と反応
　A神経細胞
　B興奮の発生と伝導
　C感覚器官
　D効果器
第２章 神経系
　A神経系
　B中枢神経系の働き
第３章 動物の反応と行動
　A雌に誘引されるガの行動
　Bトゲウオの生殖行動　
第５部 体液と恒常性
第１章 恒常性
　A体液と恒常性


	9
	　生物が持つ形質が，親から子へと伝えられる遺伝という現象とその法則性を，図や資料学習，演習問題，探究学習を通して理解します。
　
　生殖細胞を作るときの染色体のふるまいと，遺伝子のふるまいの相似性を，図を参考に理解するとともに，染色体が性決定に関わりがあることや，遺伝子の連鎖や組換えについて，図や実習，観察を通して理解します。
 
	　カイコガの卵色の遺伝を題材にして，遺伝の法則性を資料を基に確かめます。
　独立の法則について，モデルをつくり，実験します。

　ヒト染色体の模式図を用いて，ヒト染色体の組み合わせを確認します。
　ユスリカの幼虫の唾腺染色体を観察します。
 
	第
２
学
期
中
間
考
査

	
	
	10
	 遺伝子の本体について，研究者の実験例や観察，実習を通して，理解します。
 
	ニワトリの肝臓を用いて，DNAを抽出・観察します。
　DNAの模型を作ります。
	

	
	
	
	　動物が，体内外の変化を受け取り，それに反応するしくみを，図を用いて理解します。また，神経系や感覚器官，効果器の構造やはたらきを，図や探究活動を通して理解します。
 
	　盲斑検出の実習を行います。
 
	第
２
学
期
末
考
査

	
	
	11
	　神経系のつくりや中枢神経系のはたらきについて，図を用いて理解します。
 動物の特徴的な生得的な行動を，視聴覚教材や探究活動を通して理解します。

	　カイコガの誘引フェロモンやトゲウオの生殖行動をビデオで確認します。
　ゾウリムシの行動の観察をします。
 
	

	
	
	
	　恒常性の調節の仕組みについて，図や探究活動を通して理解します。　 
	　ヒトの運動による体温・心拍数・呼吸数の変化を観察します。
	

	
	　B水生生物の浸透圧調節

C体液とその循環

D血液の成分
　E体液による生体防御 
	12
	血液・組織液・リンパ液などの体液の循環やはたらき，生態防御について，図や観察，探究活動を通して理解します。
	　ゾウリムシを用いて，浸透圧調節のしくみを考察します。

　心臓の模式図を作成し，そのしくみと働きを理解します。
　いろいろな脊椎動物の血球を観察します。

　白血球の食作用を観察します。

　ヘモグロビンの酸素溶解曲線について，資料学習を行います。
	

	
	【課題・提出物等】
１．授業ノート　　２．実験・観察レポート　　３．夏休みの課題レポート

	
	【第２学期の評価方法】
学期全体の評価は，定期考査の成績で６０％，実験・観察レポートで１５％，授業ノートで１０％，夏休みの課題レポート５％，授業への取り組み方で１０％の配分で，総合的に評価します。

	

	第
３
学
期
　
	第２章 肝臓と腎臓の働き
　A肝臓の働き
　B腎臓の働き
第３章 ホルモンと自律神経による調節
　Aホルモンの働き
　B自律神経による調節
　C血糖量の調節－ホルモンと自律神経の協同作用
第６部 環境と植物の反応
第１章 植物の生活と環境
　A環境と植物
　B吸水と蒸散
　C光合成と環境要因
第２章 植物の反応と調節
　A成長の調節
　B環境の変化と植物の生活
　C花芽の形成
　D発芽の調節
	1
	　肝臓，腎臓の構造とはたらきについて，図や作業，視聴覚教材を通して理解します。
　ホルモンや自律神経について，図を用いて理解します。
　内部環境が一定に保たれるしくみを，図や作業を通して理解します。
	　肝臓の働きについて，ビデオを視聴し，理解を深めます。
　腎臓の観察を行います。また，腎臓内の血管のようすを調べ，構造とはたらきを理解します。
	学
年
末
考
査

	
	
	2
	 　植物と環境要因について，図や観察，資料学習を通して，理解します。

	　植物の蒸散速度を測定します。また，気孔の観察を行います。
　光合成と環境要因の関係について，資料学習を行います。
	

	
	
	3
	 植物の成長の調節のしくみや花芽形成，発芽の調節のしくみを，図や探究活動を通して理解します。
	 　オーキシン濃度と植物の成長の関係を調べます。
　ジベレリンのはたらきを調べます。
	

	
	【課題・提出物等】
１．授業ノート　　２．実験・観察レポート

	
	【第３学期の評価方法】
学期全体の評価は，定期考査の成績で６５％，実験・観察レポートで１５％，授業ノートで１０％，授業への取り組み方で１０％の配分で，総合的に評価します。

	【年間の学習状況の評価方法】
「関心・意欲・態度」「思考・判断」「資料活用の技能・表現」「知識・理解」の４つの観点から評価した第１学期の成績，第２学期の成績および第３学期の成績を総合して年間の学習成績とします。


３　評価の観点，内容及び評価方法
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度

	・ 自然の事象に関心を持ち，意欲的に授業に参加しているか。
・ 観察，実験に自ら取り組んでいるか。
・ 観察，実験の際，協力して行えているか。
・ 教師の発問に対して，意欲的に答えているか。　
	・ 学習活動への参加の仕方
・ ノートやレポートの内容や提出状況


	思考・判断

	・ 観察，実験の中で，疑問点を見出しているか。
・ 教師の発問に対して，自分の考えをしっかり答えているか。
・ 論理的な考え方ができているか。
	・ 定期考査の論述問題
・ レポートの内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	資料活用の技能・表現

	・ ノートの作成に工夫がなされているか。
・ レポートの作成で，適切な資料が使われているか。　
	・ ノートの内容
・ レポートの内容　　　　　

	知識・理解

	・ 自然の事象の基本的な知識や考え方が身についているか。
・ 観察，実験の目的や原理が理解できているか。　
	・ 定期考査
・ レポートの内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　 


４　アドバイス等
	確かな学力を身につけるためのアドバイス

	・毎日の授業を大切にし，暗記をするだけでなく，自分で考える習慣をつけることが大切です。
・実験や観察を通して，科学的な考え方を身につけるように意識することでより理解が深まります。また，レポートの作成には，自分で資料を調べることも必要です。
・ノートは，板書事項を写すだけでなく，説明されたことや自分で調べたことをメモしておくと，学習効果が高まります。　

	授業を受けるに当たって守ってほしい事項

	・ 授業はチャイムと同時に始めますので，教材を用意して，着席を完了してください。特に，実験やビデオ視聴のときは時間が限られますので，気をつけてください。
・ 単位の修得のために，１年間授業に出席してまじめに取り組んでください。
・ 教師の発問には，自分で考えて答えるようにしてください。
・ わからないことや疑問に思うことはその場で質問をしてください。
・ ノートをすることばかりに気をとられず，授業の説明をよく聞いてください。
・ 科学的な考え方を身につけるためには，観察，実験を行うことが大切です。観察，実験を行ったら，必ずレポートを提出してください。レポートの作成にあたっては，自分で資料を調べて考えることが大切です。
・ 観察，実験を行うときは，安全面に注意して行ってください。

	その他
	・理解を深めるために，観察，実験を行いレポートの提出を行います。ノートは定期的に提出してもらいます。視聴覚機材やコンピュータを適宜利用します。

· 身近な題材を活用して，興味を持てる授業を行います。　



